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概要 

本研究では，小さなキューブ型ロボット toio をプログラムすることで動きを制御し，単一光源を当て

ることで生成される影を用いた，影ディスプレイを提案する．toio はランダムに動き，停止するごと

に利用者に異なる影の情報を与える. 

 

1. はじめに 

光と影を用いて空間を演出する建築物は数多く存在する．光

を形として映し出しているもの[1]や，天井や壁から漏れ入る

光を建物に反射させているもの[2]など，光と影によって生み

出される陰影の美しさは人々を魅了し，興味を抱かせる．しか

し，光源は移動するが建築物自体が動くことはないため，長時

間の鑑賞でない限り映し出される影は静的である． 

本研究では上述した建築物，光，影の関係性から着想を得

て，光を遮蔽する物体の動きを制御することで生成される，動

的に生成される影を利用した影ディスプレイを提案する．本研

究におけるディスプレイとは，光の遮蔽物として使用している

toioと，toioによって生成される影の両方を指している．toio

の動きとそれに伴う動的な影は，このディスプレイの表現にお

いて重要な要素となっている．本研究で提示する情報は，影を

使った視覚表現作品「シャドウアート」の要素を含むが，シャ

ドウアートは情報を伝えるための伝達手法でもあるため，本稿

ではtoioによって生成される影を「影情報」と定義する．  

2. 関連研究及び関連作品 

 関連研究として，坂口氏は影を制御することで室内の仕様変

更を可能にする手法を提案している[3]．このシステムは，光

源からの光を透明液晶ディスプレイ内に提示させる画像によっ

て遮蔽し，画像の位置と大きさを変化させることで影を制御し

ている． 

また，シャドウアートの関連作品として「LIGHT＆

SHADOW」[4]があげられる．レリーフ状の立体を単一光源か

ら照らすことで，人が雨宿りしている様子や，横顔などの影情

報を壁に映し出している．この作品は，固定された光の遮蔽物

を置いており，映し出される影は静的である．そのため，一つ

の作品で一つの影の表現をしている． 

上記のように，影を用いた空間演出の手法を提案する研究や

影を用いて情報を提示している作品は存在している．しかし，

影の空間表現を情報提示手法として利用している研究や作品は

少なく，影表現は静的であることがほとんどである．本研究は，

動的な遮蔽物で影を生成することで，一つのディスプレイで複

数の影の表現が可能な点に新規性を有すると考える．そしてこ

のディスプレイの影表現は，二つの特徴があると考える．一つ

目はアートとしての影，そして二つ目は情報提示としての影で

ある.提案手法により，従来静的であった影の空間演出を動的

にすることで，影をアート的手法によって情報提示手法として

活用する事が可能になると考える．  
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3. RandoMoveについて 

 本研究は，小さなキューブ型ロボット，toio[5]を制御する

ことで，動的な影を生成し，数種類の形に影を次々変容させる．

シルエットが映し出されるまで toio は動き，一定時間経過す

ると停止する．その際，単一光源をあてることで生成される影

のシルエットは，ある一つの影情報を表示する．そしてまた動

き始め，情報提示を繰り返す．toioの動きと影表現の二つを以

てディスプレイとしているため， toio は，表現として利用し

ており，提案手法の重要な要素の一つである． toioは10台を

使用する．toioに光源をあてることで生成される影のシルエッ

トの様子を図１に示す．  

 
        図1 :  人の横顔のシルエット 

3.1影の情報提示について 
 プログラマブルで動的な影表現が可能になる事で，物体の形

状の制約に縛られる事なく，より自由な形状を作り出すことが

可能であると考えられる． 影で動的かつ自由に視覚表現する

ことが可能であれば，影を情報提示するディスプレイとして使

用することが可能であると考える． 

3.2 空間演出としての影について 
動的な影表現で空間を演出することは，静的であった影の空

間演出に新しい可能性をもたらす．建築分野における影を用い

た空間演出はアートに寄っていた[6]が，この研究では影に情

報提示という価値を与えるため，メディア的要素が生まれると

考える．静的な影表現では，美しい，綺麗というような受動的

な感情を得るが，情報を提示する動的な影表現では，美しいと

いった感情だけでなく，影から情報を読み取ろうとする能動的

な意識が芽生える．影が動的になるだけでも人の目を引き，空

間演出の可能性を広げるが，影に対して情報を得ようとする考

えを促す点でも，空間演出に新しい可能性をもたらすと考える．

要約すると，動的な影の空間演出，情報提示としての影という

２つの面で，建築の空間演出の可能性を広めることを期待して

いる． 

3.3 技術説明 

開発環境として Unity3D を使用し，光を遮蔽する物体である

toioを Bluetooth で接続しエディタ上で制御を行う．開発用プ

レイマットで移動させたい座標を取得し，Unity のスクリプト

でプログラムすることで，toioは指定した座標に移動する．プ

ログラムされた toio に実空間で光をあてることでシルエット

を映し出すことができる．提案手法の設置図を図 2に示す．光

源の位置関係により，toioに高さが必要なものもあるため，3D

プリンターで出力したブロックを toio 上部に接続する．現状，

ある影から次の影を表示する際の toio の軌道は，一度定位置

に戻り，そこから次の情報を提示する為に指定した座標へ移動

するようになっている．  

 

         図2 :   設置図 

4. おわりに 

本研究では，光を遮蔽する toio の動きを制御することで動

的に影を生成し，アート的に情報提示を行うプログラマブルデ

ィスプレイとして RandoMove を提案した．影が動的になること

で人々に興味を抱かせ，情報が提示されることで，影に関心を

持たせることが可能であると考える．  

今後の展望として，本研究で提案する光、遮蔽物、影の関係

性をブラインドなどの建築的な要素に発展させることで，影表

現を応用していきたいと考えている．その際，空間周辺の環境

データを収集し，影ディスプレイで表示する事で，情報提示手

法として活用する事が可能になると考えられる．最初のアプロ

ーチとしては，今回は光源の位置を固定していたが，光源を

toio等で移動させ，太陽の位置とリンクした影表現を行うこと

で，実世界に連動した影により情報提示を可能にしたいと考え

ている． 
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